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株式会社トヨタエンタプライズ 富士総合事業所 杉山 梢    

今回のテーマを
含む

ICタグ管理 導入方法の確立～3万冊へのチャレンジ～
カブシキカイシャトヨタエンタプライズ フジソウゴウジギョウショ スギヤマ コズエ

【会社紹介】

株式会社トヨタエンタプライズは愛知県名古屋市に本社をかまえる創業73年の会社です。

新たな価値を創造していく提案型総合サービス会社として、

自動車開発試験評価支援や事務代行業務、ビルメンテナンスなど様々な業務を行っています。

１
【職場紹介】

私たちの職場は裾野市、トヨタ自動車様の東富士研究所内にあります。

トヨタ自動車様より「技術資料室」の管理業務を委託され

自動車開発に関連した図書などの資料を取り扱っています。

資料室メンバー８名で媒体ごと担当に分かれて業務をしております。
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【サークル紹介】

結成は2020年、活動は6年目、社員とパートタイマーの

計7名の混合サークルです。業務内容は

社員とパートタイマーで大まかなすみ分けがされていますが、

職場経験はメンバーの入替などがあり２極化しています。

QC経験も開きがありスキルや活動意欲に差があります。

業務・職場経験・QC経験の垣根を越えた

サークル活動が求められています。

個人の評価は表のとおりです。

メンバーの課題としてQC手法の経験値アップ、

リーダーシップの伝承、リームワークがあがりました。
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今回の活動では上位方針の「チャレンジ」をキーワードに

サークルの弱みである２つの項目に着目

「リーダーシップ」では社員とパートの混合編成で

全員がリーダーシップを発揮する場を設ける

「チームワーク」では課題を共有・克服しながらチャレンジし

チームワークを醸成、弱点を克服していきます！

現在サークルレベルはCゾーンですが

これらを軸に「Bゾーン」を目指します。

３万冊に及ぶ対象図書に

ICタグを貼付・書込する方法を、

メンバー全員で知恵を出し合い、

課題達成型で改善した事例です。
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ステップ１ テーマ選定
業務で気になることをメンバーにヒアリングし
問題・課題選定シートにまとめました。
通常業務の貸出や資料の受入のほかに、
特に図書管理システムに導入予定の
ICタグについてメンバーの関心が高かったです。

先程挙がった、問題・課題について各項目で評価した結果
「対象図書３万冊へのICタグ導入方法確立」が各項目とも高評価
ICタグの導入は計画的に進める必要があり、対象冊数が多いため全員で作業する
年内の作業完了が求められ、緊急度が高いため
今回の活動テーマを「ICタグ管理 導入方法の確立」に決定しました。

ストーリーの選定
テーマに対して不具合の発生・新規の業務かフローで確認し
「課題達成型QCストーリー」で進めていくことにしました。
しかし、課題達成型はメンバー全員、知識も経験もありません。
そのことを社内のカイゼン事務局に相談したところ
勉強会を定期的に開催していただけることになり
全員で学びながら習得していくことになりました。

ストーリーが決まったところで今回のテーマで取り組むICタグについて確認。
ICタグとはICチップとアンテナが一体になった電子装置で、
ICタグに情報を書き込むことにより物の管理ができます。
今回は図書の管理に最適な細長い形状で両面シールタイプの
ICタグが導入されます。登録番号を書き込んだICタグと読取機器を併用することで
「貸出未処理の図書を感知する」「図書の探索や棚卸」が可能となります。
このICタグ管理は近隣市町の図書館でも導入されていました。

次に、従来の図書管理方法であるバーコード管理について確認
この方法は図書にバーコードを付与、図書管理システムへ
番号と図書情報を登録し管理します。
システム上での検索や貸出・返却処理、棚卸は
バーコードを読み込んで実施しています。

ステップ２ 攻め所と目標設定
ICタグ管理の導入による変更点とメリット・デメリットについてまとめました。
新しい図書を受け入れる際には、
バーコード登録とICタグ登録の２つの作業が発生し
工数が増えてしまうというデメリットはありますが
棚卸時間や捜索時間の短縮、図書の紛失防止など
管理する私たちのメリットが多いことがわかりました。
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実際にICタグを導入するときの課題を洗い出すため、
作業計画、対象図書、貼付位置、作業ルールの
４つの項目についてメンバーで分担して調査しました。
それぞれの調査結果から課題を整理し表にまとめました。

先程の課題から攻め所選定シートを使い
要望レベル、現状レベル、ギャップを整理し
攻め所を 「作業計画の作成」 「対象図書の特定と分類」
「ICタグの貼付け位置の確定」 「作業ルールを決定」としました。

目標設定
目標は「対象図書３万冊へのICタグ貼付・書込の作業方法を確立し
12月16日までに完了させる」としました。
ICタグ管理の導入をスムーズに完了
ICタグの貼付け・書込み作業をモレなく実施
メンバー全員がICタグの貼付け・書込み作業をできるようにする
委託元からの要望である棚卸をICタグで実施するため、この目標を設定しました。

活動計画
各ステップのリーダーは社員が担当しリーダーシップの向上を狙います。
また、事務局による定例勉強会を設定し、全員のQC知識向上を目指します。

ステップ３ 方策の立案
４つの攻め所から方策を５つ立案しました。
マトリックスで評価し話し合った結果、
すべてが必要であると判断し５項目すべてを採用しました。
実施するには工数がかかりそうですが協力体制をとり実施していくこととしました。

ステップ４ 成功シナリオの追求
方策①完了までの作業計画を決める
棚卸までのスケジュールとシナリオ案から作業リストを作成
かかりそうな日数や作業開始日、作業担当などを決めて表にまとめました。
しかし、メンバーから、やるべきことはわかったが時系列や
取り掛かる順番がわかりにくいとの意見が出ました。
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そこで、勉強会で習得したアローダイアグラムを取り入れてみることに。
事務局にアドバイスを頂きながら勉強会参加者でアローダイアグラムを作成しました。
作業日程や取り掛かる順番が見える化され、
メンバー全員がわかりやすい作業計画となりました。

方策②対象図書のある書棚を選定する
既に使用していた資料室のフロアマップを活用し、
ICタグの対象図書がある棚に色付けをして配置がわかるようにしました。

しかし、マップ上では色付けされていても対象外の図書がある段や
図書が並んでいない段、対象になっているCDやファイルなどが
収納されているところもあり作業モレや貼間違いが発生しそうです。
マップだけでは作業ができないため、
全員が作業しやすいツール作りに取り掛かりました。
各棚を調べ、作業時に確認できる表をメンバーの意見を取り入れて作成
対象の段まで明確にすることができました。

方策③本以外の図書を分類する
対象図書の中から本以外の形状を確認し
「バインダーファイル」「パンフレット」「ビニールケース」「CD・DVD」の
４種類に分類しました。
また、本の形状の中にも貼付に迷いそうな
「ケース入りの図書」と「本の高さが110ｍｍ」の本も分類に追加しました。
本以外で検討が必要なのは約６％でした。

方策④ICタグの貼付位置を確定
ICタグについてメーカーに確認したり、仕様を調査し
ICタグ貼付けの前提条件を整理しました。
この条件をもとに、まずは基本の図書の貼付け位置を確定
左から５ページ以内で下から１センチの箇所に貼り付けることとしました
併せて、貼付け時のコツや注意点も確認し
基本の貼付け位置は決定しました。

続いて③で分類した図書の貼付け位置を確定します。
4種類に対して前提条件をもとにいくつか候補があがりましたが
それぞれ最適な位置を検討し決定しました。
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追加で分類した2種類の図書についても

どこに貼り付けるかを明確にし決定

すべての貼付け位置を確定することができました。

方策⑤作業ルールを決める ICタグの管理
ICタグはロール状の台紙に５千本貼付けて納品されます。作業時にロールを持ち歩くと、
両手がふさがり不安全ですし在庫管理も難しいです。そこで対策案を3つ挙げ、安全と管理で
評価した結果「決まった本数で切り出す」を採用。つぎに作業担当者でこの案を具現化。
ICタグの保管方法は100本ずつシートを切出して、ミニロール状にして保管することにし
作業時は、このミニロールを持っていきます。片手で持てるサイズになり安全に
持ち運びができます。管理は在庫管理表を作成、ミニロールを使い切ったら入力します。
この管理表でICタグの在庫数が一目でわかります。これで、ICタグの管理は決定しました。

障害予測と排除

ICタグの貼付けと作業ルールを確定するうえで予想される障害を挙げ

その障害の排除案を検討しました。

挙がった排除案から６項目を採用しました。

排除案を実施する担当者は３人ですが、６項目あるため対応しきれない！との声が。

ここはリーダーシップ発揮・チームワーク醸成のタイミングと考え

メンバー全員を振り分け、作業担当者を中心に排除案を実施していくことに。

１つ目の項目「ICタグをカバーする」では

素材は何にするか、使い分けの方法を検討など協力して決めていきました。

２つ目の書棚マップの色付け管理では、

過去のサークル活動で作業担当者に負荷がかかっていた反省を活かし

今回は棚ごと担当者を決めて負荷を分散させました。

その他の排除案もメイン担当とサブ担当でコミュニケーションを

とりながら決めていき排除案の実施は完了

ステップ５ シナリオ案の実施
アローダイアグラム７番までの作業が完了し、いよいよ貼付け作業の開始となります。
貼付け作業の手順は、担当の棚にICタグのミニロールを持っていき１冊ずつICタグを
貼り付けていきます。１段完了したらシールを貼付けます。何段か作業を進め、
作業が完了したら自席に戻り書棚マップに色付けをします。
この作業を３万冊完了するまで続けます。
実際の貼付作業ではシナリオ案の検討で図書以外の貼付け位置を
形状ごと決めていたことで迷わず貼り付けることができました。
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続いては書込作業です。この作業は機器が１台しかないため貼付作業が終わった段から
実施していきます。まず、書棚マップで書込み作業ができる棚を確認。
実際書棚にもシールがあることを確認。図書を運搬用カートに載せ書込作業場所まで移動。
書込み用機器に本をのせバーコードを読取り、本に貼り付けたICチップに登録番号を
書き込みます。書込み作業が完了したらカートで運搬し元の書棚に戻します。
書棚のシールに印をつけ、マップの色を変えたら作業完了です。
作業ルールを決めていたことで作業が遅れている棚にフォローに
入ったときも重複することなく作業をすることができました。

ステップ６ 効果の確認
結果は
「3万冊へのICタグ貼付・書込の作業方法を確立し１２月６日までに完了」
目標達成です！
付随効果として、作業完了までの期間が１０日短縮、
その１０日間で棚卸の準備とシミュレーションをすることができ
棚卸もスムーズに実施することができました。

個人の成長では
各ステップや作業で積極的な参加がみられ
メンバー全員のチームワークがアップしました！
QC手法では勉強会に参加したメンバーを中心に評価があがりました。

特に加賀美さんはリーダーシップをはじめすべての項目で成長がみられました。

サークルの成長では
今回の活動の軸でもあったリーダーシップとチームワークを伸ばすことができ
目標だったBゾーンに到達することができました！

ステップ７ 標準化と管理の定着
標準化、周知徹底、管理の定着の項目を決め実施していきます。
今回の活動で、全員がICタグの対応ができるという強みを活かし
担当以外でも協力体制が取れるようメンバーの役割を明確にしました。

ステップ８ 反省と今後の対応
個人でよかった点、改善点、今後の進め方を挙げてもらいまとめました。
社員とパートタイマー、職場経験、QC経験と条件の違うメンバーで
構成されたサークルですが今回、垣根を超えた活動ができ、
次の活動に向けて前向きな意見が出ました。


